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意意意意    見見見見    陳陳陳陳    述述述述    書書書書    

 

２０１４年２月２０日 

東京地方裁判所民事第１１部 御中 

                      原 告  

 

１．エンジニアとしての２６年間 

私は１９８７年４月に日本ＩＢＭに入社しました。それ以来、おもにシステムエン

ジニアとして社内業務システムの開発・保守をしてきました。プロジェクトをまとめ

てリードするＰＭ（プロジェクト・マネージャー）として、経理の決算システム、売

り上げやコストなどの社内用レポート作成システム、近年は、ユーザーの権限管理シ

ステムの開発・保守などの業務に従事してきました。 

また，改善すべき点はないか見直しながら業務の効率性を高めるべく努力してきま

した。業務の手順書を誰が見ても分かりやすいものにしたり、作業手順を簡潔にして

きました。耐監査性を高めるために、必要最低限の作業のログの残し方を工夫したり

してきました。 

近年は、フィリピン人の保守・開発要員に対して指導・教育をしてきました。今ま

で改善がなかなかされなかった彼らを、週次報告会議などで彼らの理解度を把握しな

がらそれに合わせて指導・教育し、ミスを激減させ、日本からの指導を仰がずに自ら

判断して保守・開発できる範囲を広げていきました。このフィリピンチームの改善は、

上司からも是非行ってほしいと言われていたものでした。 

このような中で、私へのロックアウト解雇は強引に実施されました。 

 

２．組合への加入の経緯と幕張事業所での組合活動の主な実績 

私は、２００３年の１２月末に上司とその上司(上長)との２対１での面談時に退職

勧奨を受けました。翌年１月６日に組合に入り、退職勧奨は止まりました。労働組合

の力は私たち労働者にとってとても大きなものだと感じました。 

私はその後、熱心に組合活動をしてきました。 

２０１２年だけでも，①不合理な内容のＰＩＰの未達成を理由とする，２名の組合

員に対する不利益処分を阻止したり，また，②別の組合員に対しなされた退職勧奨に

対し，中止するように申し入れ，これを実現したりするなどしてきました。 

 

３．会社による退職勧奨からロックアウト解雇まで 

ここ５年間の会社からの私に対する業務評価は、２００８年から２０１０年まで三

年間の評価は全て５段階評価の真ん中の「２」でした。 

２０１１年、２０１２年と評価は５段階評価の下から２番目にされました。これに

対して、事実誤認があることや仕事の難易度の高さなどを主張しましたが、受け入れ

られないか、または受け入れたとしても評価自体は変わりませんでした。具体的な評

価基準も公表されていませんでした。Quality(品質)、Cost(予算通りの業務達成)、
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Delivery(お客様の要求通りの納品)が全てであると上長（上司の上司）から説明を受

けただけで，それ以上の具体的な内容は説明されませんでした。私の言い分について

ほとんど検討されず，評価基準が公正かどうかも私にはわからないままになされた相

対評価でした。会社は、低い評価をつけたい社員には平気で低い評価を恣意的につけ

るのだと強く感じました。 

２０１１年の低評価の後から２０１２年、２０１３年と二年連続で、業績改善とい

う名目で、ＰＩＰを実施するように上司から言われました。ＰＩＰの書面には「未達

成の場合」という項目があり、その場合、降給・降格、さらには解雇もあると記載さ

れていました。「上司の一存で解雇まで行うと記載されている書面に自署することは

できない」として組合と会社での協議事項としてＰＩＰを実施しませんでした。その

ような状況のさなかで，わたしは突然解雇されました。 

２０１３年６月２１日午前１１時２０分頃、所属長から「会議室に行ってくださ

い。」とだけ告げられました。会議室に入ると上長と見知らぬ女性がいました。分厚

い資料と何枚かの紙が入ったクリアファイルが目に入り、ロックアウト解雇だと察知

しました。「解雇の話であれば受けません」と告げ，会議室を出て自席に戻りました。

会議室にいた二人は私を追いかけ，私の席までやってきました。そしてその場で，私

は，解雇通知を受け，３通の紙を渡され，いますぐに事業所から出るように言われま

した。ロックアウト解雇でした。 

わたしは，これを無視して，しばらく自席で作業を続けようとしました。すると，

二人が「仕事をしていても業務ＩＤは使えなくなりますよ。」「警備員を呼びましょう

か。」と言ってきました。わたしは「裁判です。」と告げて，帰り支度にかかると，二

人がさらに「私物も持ってお帰りください。」言ってきました。わたしが「今ですか。」

と問うと，二人は「今です。退所するまでお見送りします。」と言い，わたしが事業

所を出るまで付いてきて，わたしを見張っていました。わたしが会議室に呼び出され

てから事業所を出るまで３０分もありませんでした。 

 

４．組合員を狙い撃ちした解雇 

私がいた部門には組合員は私だけでした。ロックアウト解雇された当時、私は組合

で幕張事業所の副執行委員長でした。前年の９月までは分会の執行委員長として、先

ほどお話ししたような活動をしてきました。 

私には解雇されなければならない業績不良などありません。解雇予告通知の直前ま

で真摯に業務に打ち込んでいました。それを突然呼び出し、「成績不良」という口実

で３０分以内に幕張事業所を追い出すという、ＩＢＭ社員としての２６年の私の誇り

を踏みにじる理不尽な解雇は到底納得できません。 

利益が出ているにもかかわらず、さらに利益を出すために社員を辞めさせる施策を

進めている会社にとって、熱心に組合活動をしてきた私が、幕張事業所の中で最も目

障りな組合員だったのでしょう。 

裁判所におかれましては本件解雇の真の目的を明らかにされたうえで、公正な判決

を言い渡していただけますようお願い致します。・ 


